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※ 付属品 

 １）取扱説明書                 １部 

 ２）取り付け用ブラケット(本体に固定済み)               １組 

 ３）単位シール(ｋｇおよびｔ)                                                     各１枚 

 ４）シールピン(ケーブルクランプ１個に挿入済み)              １個 

§１．概要 

本器は当社製指示計より出力されるシリアルデータを入力とする外部表示器で、文字高さ57mmの高輝度大型LEDにより30m以上の認視

距離があります。 

電源はＡＣ８５～２６４Ｖが使用可能なワイド入力対応となっています。 

§２．外観 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

§３．各部名称 

 ★ 端子台 

 

 

 

 

 

・ＡＣ  ：ＡＣ８５～２６４Ｖが使用可能なワイド入力対応となっています。 

・Ｅ  ：アース 

・ＳＨＬ ：シリアルデータ用シールド 

・Ｃ／Ｌ ＩＮ ：カレントループ信号入力端子です。無極性ですので、２つの端子台にそのまま接続します。 

・Ｃ／Ｌ ＯＵＴ ：カレントループ信号出力端子です。入力データをそのまま出力します。 

(弊社外部機器のカスケード接続用専用Ｉ／Ｆ(Ｃ／Ｌシリアル)) 

※適合圧着端子…幅６ｍｍ迄のＭ３用圧着端子 

 

★ スイッチ 

 

 

 

 

表示データ選択スイッチ：１６ポジションロータリスイッチ 

・【０】弊社指示計の標準的なフォーマットに対応し、指示計と同じ計量値を表示します。 

・【１～９】ＤＬＳ－５０２６Ａ等、複数の表示データを送信する機器に対応する設定モードで、１～９のヘッダ番号設定により任意

のデータの表示が可能となります。 

※ＤＬＳ－５０２６Ａ、ＤＬＳ－５０２６Ａ－ＣＬと組み合わせてお使い頂く場合、トータルの計量値以外にもＣＨ.Ａ、またはＣＨ.

Ｂの計量値を表示させる事ができます。１６ポジションロータリスイッチを【１】に設定致しますとＣＨ.Ａの計量値、【２】に設定

致しますとＣＨ.Ｂの計量値を表示します。 

 ・【Ａ～Ｆ】誤動作の原因になりますので、設定しないで下さい。 

 

動作テスト用スイッチ：４ポジションディップスイッチ 

・機器名、バージョンチェック 

・ＬＥＤ表示動作チェック 

・カレントループシリアル動作チェック 

・ロータリスイッチ読み込み動作チェック 

※通常は全てＯＦＦにして下さい。 

§４．異常時の対処方法 

 本器が動作不良の場合、下記に示す対処によっても不具合が解消されない場合は、弊社宛てにご連絡下さい。 

この時、型名・製品シリアル番号ならびに出来るだけ詳しい故障の症状をお知らせ下さい。 

 

◎ 基本的な点検項目 

・供給電源は正常か、確認して下さい。ＡＣ８５～２６４Ｖです。 

・端子台の接続が確実に行われているか確認して下さい。 

◎ エラー表示を行っている場合の対処方法 

・：データが１秒以上受信されなかった場合に表示されます。 

結線に誤りが無いか、通信ケーブルの一部が断線していないか確認して下さい。 

・：データが正しく受信されなかった場合に表示されます。 

弊社以外の指示計が接続されていないか確認して下さい。 

◎ 希望の動作を行わない場合の対処方法 

・テストモードでＥＤ－３０２１の動作チェックを行って下さい。 

詳しくは§５．テストモードの操作方法を参照して下さい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

§５．テストモードの操作方法 

★動作設定 

 ４ ３ ２ １ 

型式・バージョン表示 ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＦＦ 

ＬＥＤ表示チェック ＯＮ ＯＦＦ ＯＦＦ ＯＮ 

カレントループシリアルチェック ＯＮ ＯＦＦ ＯＮ ＯＮ 

スイッチチェック ＯＮ ＯＮ ＯＮ ＯＮ 

４番をＯＮにするとテストモードに入ります。４番をＯＦＦにすると全桁点灯し、通常(表示)モードに戻ります。 

 

★動作内容 

型式・バージョン表示 本器の型式とソフトのバージョン番号を表示します。 

   →   →    の順に表示されれば正常です。 

   …Ｖｅｒ １．００を示します。 

※バージョン番号は製造時期により異なる事があります。 

ＬＥＤ表示チェック 表示器が正しく点灯するかのチェックです。 

 →  → … →  → 小数点 → 全桁ブランクの順

に表示されれば正常です。 

カレントループシリアルチェック Ｃ／ＬのＩＮとＯＵＴを結線します(端子の１番と３番、２番と４番を結線)。 

 →  →   の順に表示されれば正常です。 

スイッチチェック ロータリスイッチ、ディップスイッチの接触チェックです。ロータリスイッチを０からＦまで回

します。設定したチャンネルと最上桁の表示が一致していれば正常です。 

ディップスイッチはＯＮのときＬＥＤの上側が点灯、ＯＦＦのとき下側が点灯します。 

４番をＯＦＦにすると全桁点灯し、通常モード(表示モード)に戻ります。 

 

 

 

 

 

ディップスイッチのＯＮ、ＯＦＦ状態が表示されます。 

ロータリスイッチの設定値が表示されます。 

※ ご注意 

ＬＥＤ表示チェック、カレントループシリアルチェック、スイッチチェックのうちどれか１つでも正常な動作をしない時には 

ＥＤ－３０２１の故障が考えられます。弊社に修理を依頼して下さい。 

この取扱説明書に書かれた以外の方法で動作チェックを行わないで下さい。誤動作の原因になる恐れがあります。 

kg

§６．機器の据付及び接続方法 

機器の据付環境等 

・本器の使用温度範囲は－１０℃～４０℃です。直射日光の当たらない場所への設置を考慮して下さい。 

・本器は簡易防塵・防滴使用です。完全防水ではありません。雨が直接当たらない場所への設置を考慮して下さい。 

・本器はＡＣ８５～２６４Ｖの電源で動作します。電源ケーブルはツイスト処理を行って下さい。 

・本器はウォールマウント型の取り付け構造となっています。附属のブラケット部の４－φ７を利用してＭ８ボルトで固定して下さ

い。 

 端子台結線 

・本器への配線は防滴フタを外し、その中の端子台で行います。端子台は７．６２ｍｍピッチ圧着端子用です。幅６ｍｍ迄のＭ３用

圧着端子を使用して結線して下さい。各ケーブルのシールドは、本器または各接続計器の何れか一方で接地する事とし、グランド

ループができる事の無いように行って下さい。 

なお、５番端子(Ｓｈｉｅｌｄ)と６番端子(Ｅ)は内部で接続されています。 

 ケーブルクランプ 

・適合ケーブル外形  ：φ４～１０ 

・構造        ：防塵・防水タイプ 

・出力信号不要時の対応：附属φ１０シールピンにより防水対策を行って下さい。(出荷時にシールピンは取り付けてあります。)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

§７．総合 

１)  ケース    簡易防滴・防塵構造 

２)   電源電圧    ＡＣ８５～２６４Ｖ 

３)   消費電力    約２０ＶＡ ｔｙｐ 

４)  使用温度・湿度範囲   －１０～＋４０℃、２０～８５％ Ｒ.Ｈ. 

５)  取り付け方法   ウォールマウント型 

６)  質 量    約５ｋｇ 

 

§８．外形寸法 

tkg

kg

 

東 洋 測 器 株 式 会 社 
本 社  横浜市港北区新羽町９６４－２４ 

         ＴＥＬ ０４５－５４０－８３５３ 

         ＦＡＸ ０４５－５４４－８３５４ 


